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1、は じ め に ：

　高齢化難聴者や聴覚障害者が 地域社会で 健常者 と同

じ空間を享有 して い る 。 互 い が不 自由なく生 活 出来る

よ う施設計画をすす めるため の 基礎資料が 必 要 で あ る。

　本研究は、前研究 の 音声言語 理 解の 研究 （翁長 ・吉

田 、
199　4．　8

，
1994，9）

1i − a ）

を 下 敷 に さらに、聴覚障害

者や高齢難聴者が音楽を楽し め る か、聞 こ えない 音は

どの 様に補 っ て 音楽 として捉え るの かを、補聴 器 と磁

気 ル
ー

プ席付設 の 音楽堂で 可能性 を開 く研究で ある 。

　方法は実演の 交響楽 を聴 障者 と共 に 磁気 ル
ープ 席 で

補聴器 を使い音楽 を体験 し、 聴 こ え の 状況 を筆談聞込

み 調査 し、同時に 集音計測され た音楽 の 物理 量 と照合

し、こ の 比較 か ら聞 こ え る音楽を 考察 し た。

2 。実態調査方法 ：　　　　　 （図 1、図 2）

・被験者 ；33人 （Mi4，　F19）（21−−84SU），聴損失（70−100dB）

・場所 ・ 日 時 ；東京芸術劇場大ボーfr、1，2階舮 フ
．
席、

　サントリホ
ー
ル、1，2階席、1998年 2月 一2000年 12月、計9回、

・コ ン サ
ー

ト ；新星 日本交響楽 団演奏、曲目は各章、

・補聴器 ； （T，M，　MT 性 能付 き ， 高度難聴用
一

式 ， 計 18）

・積分騒 音計（購 ン NL−OIA ）と記録 計 、

・書き込み調査 ；被験者の 体験を筆談に よ り集録、

3 。分析 方法 ：

1）分析は 音の 音圧変動 と聴力損失 レ ベ ル との 物理 量 の

　比較 で聴覚障害者が 聞き得る音を分析表出 し、比較

　検討 し た。

2）音楽は 、楽器別 の 単体演奏時 と全楽器総出の オ
ー

　ケ ス トラの 曲目別 演奏に分け て分析 した、，

3）音圧 は ス テ ージ で 直接集録 した音（T）と場内座席 で 聞

　 い た反射音や騒音 も混ざっ た音 （M＞の そ れぞれ の 時 間

　別音圧変動 グラ フ を比較分析 し た。

4）聴覚障害者 の 聴 力損失 は、それ ぞれ に 異な っ て い る

　が 、比 較分析時 に は 、高度難聴 （100dB前後） と難聴

　 （70−8（）dB） とに大別 し比 較考察し た。

5＞補聴器効果 として は 、 高度難聴用補聴器適正 限度性

　能 は＋30dB なの で，上 記の 高度難聴者 の 聴 力損失
一100

　dBIAIfl後 に ＋3〔｝dBを加 える と7（）dB前後の 聴力損失となる、

　これ を　a レ ベ ル 損失者 とし、次 に、難聴者 の 聴力損

　失70−80dBは通常の 補聴器使用なの で こ の 適 正 限度性
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　能 ＋？OdB を加え る と50−6（ldB （55dBと仮 定）となる、．

　 ：れ を　b レ ベ ル 損 失 者と し て 比 較考察 し た ．．

6）被験 者 の 音楽亨受体験 の 書 き込み記録 は貴敢た 僚料

　であ る の で、考察 を深 め る 時 に 加味 し、さら に 、知

　覚 心 理学 な ど の 文 献 を 照 合 し 比較時の 参考 に し た，、

　 演奏 よりT
，
Mの 差 は 小 さくな っ て い る、、

3）補聴 器支援 の 聴 力b レ ペ ル （55dl琳 盾 さ曲を聞 く ： とが

　 f，ltcとなり、u レベ ル （70dR）は Tで もM で も欠落 爵を1’r

　 い なが ら切れ切れに聞 く ： とに な る （図 3 参照〉，，

4 。分析結果 ：　　　　　　　　　　　 （表 1）

（1）楽器別 単奏音色

1）1999，7，に 「オ
ー

ケ ス トラの 楽器 た ち
一一音く ら べ ｝

が実演 され 、弦楽器 （バ イ オ リ ン
・ビオ ラ ・ヂエ ロ

・ コ ン ト ラ バ ス ・ハ
…プ ） 、木 管楽器 （フ ル ・．一ト・

　ピ ッ
．コ ロ ・オ

V−一ボ エ ・ ク ラ リネ ッ ト・7 ア i ッ ト）、

　金管楽器 （ホ ル ン ・トラ ン ペ ッ ト ・ トロ ン ボ
ー

ン 。

　チ ュ
・一バ ）、打楽器 （大太鼓、小太鼓、テ ィ ン パ ニ

　 。 シ ン パ ル ・ドラム ）の 演奏が あ りこ れ を分析 した。

2）表 1 は各楽器単体 の 演奏時の 時間別音圧 変動 計測 後

　 こ の 幅 を讀ん だ数字 で 、 T は ス テ …ジ音で 、　 M は

　場内座席 で の 集音の 分析記録で あ る 、，T
，
　Mを比較す る

　と、全般 に Tの 音圧 が大 き く　 Mよ り ！0−−5（ll3大 き い 。

3）表 1 の 右端 に 補聴器支援に よ る高度難聴者や 難聴 者

　が物 理的に 聞 き得る音つ ま り 、 可聴 評価 を行 っ た。

　これ を見る と、a レ ベ ル は弦楽器は 聞こ えず 、打楽器

　は良く闘こ え る 。 木 管楽器 となる と場内音蘭で は 聞 こ

　え は 難 しく、ス テ ージ音直接 の T なら少 し聞 き取れ る 。

　金管楽器はTM共にやや 無理だが何とか聞 き取れ るの

　もあ る。　 b レ ベ ル で は 、全 て の 楽器 で 、しか もT，M

　共 に
一

応聞 き取れ る と書 え 、 特に ス テ ージ音Tの 場合

　欠落音な しに 関 こ える と言える、、

（2 ） 曲目別 シ ラ ベ （音曲）　　　　 （図 3 ）

1）曲 目として 1999，7，31， 公演 の 「ウィ リア ム ・テ ル 亅

　 「美 し く青き ドナ ウ」　 「デ ィ ズ ニ ーメ ドレ
ー

（ミ

　 ッ ￥
・・一一

マ ウス ・星 に願 い を こ め て ・ア ラジ ン
・小

　さな世界）亅　「フ ィガ ロ の 　結婚 」　「魔法 の 笛」

「ア イ ネ ・ ク ラ イ ネ ・ナハ トム ジーク 」　「ドン ジ ョ バ

　ー
二 」　「ジ ュ ピ

…
タ
ー

」 の 各 ス テ
…ジ音Tと場内音M

　 を、時間別音圧 変動 グ ラ フ と し、そ の 内、主 な もの

　 を図 4T と図 4M に 示 した。

2）各曲 目の 音圧 の 上限下限の 幅は図 4 か らTで 65−90dB

　 に、Mで 60−85dBに なる。楽器別 と比 べ る と全 体 と し

　て音圧 の 大きい の は 曲目別 の 方 で 全楽器総出 の た め

　で あろ う。TとMとの 差は、　Tが 5dB位大き い 。楽器単

騨

剛

Fig，l　Plan　of 　the　Great　Hall　in　Tokyo　Art　Theatre
　　 a：id　Magnetic・looped　seats 　positions｛IL，IK2L2Rd

Ea「 hook　ty　e

Volume 　contrel

　 　 　 　 　 　 e
TM 　Tone　Setecto「

Microp

　 Sound　tubc

1
侭

9
　 Ear　mould

ound ．

50uod

Fig2　Hearing　Aids　With　T ，　M ，　MT 　Functions
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鰤

ー
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’
1
’  
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一
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跳
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ha叩 7了〜BO65 〜

η oo00
nulo． 65〜7361 〜70 凸 X0o

icじob08 〜EO63 〜73oxoO

唱
蓴
5
召
o
タ

obo じ 册
〜7555 〜68 ム xoo

じ1日r｝”ot65 〜7558 〜71 △ × o0’
bassODn56 〜7053 〜63xx0 △

hom70 〜8055 〜70 △ xo0

巴η」m 卩α
’

70〜8073 〜8‘ o 、o0O召
隔タ

詈
一

E

鴕omborl ε 75〜B‘ 72〜860o0O
tロba55 〜8D5z 〜72 ム △ o △

bass　dmln72 、8670 〜82o0oO

5n町 ¢ drum78 〜85   〜gooO0o
5’
跼ト
職

§
1

岱

mbais76 〜8959 〜75o0oo

drum　 ． 30噌BB75 〜87oooo

1il叩 aηiBO 〜897z 〜84OoQ0

O 　Possibl昭 to　he匪

△ hardly　lo　hc旦 r

x 　ilmpossib馳c 肛o 　hear

T ：Stage　pure　sound
M ：ノ  bient　sound

鰍
ノ
ノ
鼎

陟

8　1evel：【oss 〔
− 70dB）＝　−　IOOdB （hc田 ’i躓lg　loss）十 30dB （henring　nids）

b 」evd ：toss（− 55dB＞＝− 75dB（hcri匚lg　loss）十 20dB （h巳aring 　aids ）

4）し か し、曲 目は図 3 の 音圧変動形に着 目す る と、 同

　種 の 変動形を時間軸 に添 っ て 繰 り返 し た 形 が特徴で 、

　 こ の た め 、も し高度難聴者で あ っ て 、途巾で音圧小

　 の た め に欠 落音があ っ て も 次 の 刺激 音がある時間 間

　隔で繰 り 返 され ると言 う期待啓がも たれる こ とに な

　ろ う （い わゆる リズ ム 感） 。

（3 ） パ イ プ オ ル ガ ン 独奏体感 と音圧

D曲目（バ ッサカリア）（フ
ー−1

’
），

バ ッt
・作 曲 ；2000年，2回実験 ：

2）体感 D 「音の 流れ が シ ン プ ル で 聞きやす鴇 （損失

　9（ldB一補聴30dB ＝ 可聴6（ldB）、2） 「音圧 レベ ルがやや 低い 、

　単調だが、バ ッサカリアが刺激的でもあ り、音圧 もやや 大

　きい 亅 （損失95dB−35dB＝ 60）、3） 「音が大き く体に直

　に 響 く。しか し音が 重な っ て 来る 。
バ

ッサカリアは補聴器

　の ポ リthを最小 に して も鋭 く剃す よ うに して 聞きず ら

　 レi］　（100dB−35＝ 65dB）。

3）音圧 変動 （図 4a ．b） ；バ ッ勃 リアは 70−85dB
，音圧 変動

　がやや 大 き く数 秒間 に 15dB も動 く、こ れ が刺激性 と

　なり、音圧 を感 じる の で あろ う、、フ
ー・
”

t

は 70−−80dB，音

　圧 の 上下幅 も少ない 。ハ

’‘
イプ オルガ ンは場内全体に響 き、

　体感を増 し 、 聴 障者 に は向 くよ うに思われ る。 しか

　 し体感 3）は補聴器ポ リ払との 整 合 が 悪 い よ うで あ る。

（4 》独唱体感 と音圧

1）i蜘目（へ IIアアとメリザ ンド冫，ドピ ン・．．竹三山1：歌劇、歌 詞 が ソノ

　ンノ語 ノ1の で 1｛本語字幕が 11：面 に たき く 電 子表 示さオし

　る、．？．〔，（，〔｝年，2 音楽堂 で 、　 2 回実験

2）体 mx1） レ・Vlyは健聴の 時 2　lril聞 い た．今回 は どれ だ

　け 聞 き取れ るか ・・第3幕第1場孔 名 な 髪 の 歌 、．SIJザ

　ンド の ソプ ラノけ：聴 こ え る、，へ

「
レアスの 痔は 不 良 で あ る が、

　熱 い 思 い が 泊 ／ ）て 来 るtt第3幕4場，1
’
P−（バ 艸ン♪とイニニ

　 蛾 ド （ソプ ラノ） 互 い の 内 面 の 揺れが IPデ・t
とアンホ

L

で情

　景を印象づ け て くれ る、驚 くぺ き感動 ，箱4幕4場愛

　に陶酔す るペ レァλと刈ザンドで も独唱は 殆 ど解 らな い ．「

　第5幕瀕 死 の メリザ ンド （ソプ ラノ）と悔恨 の ゴ ロ
ー
（バ リトン）、

　諭 すア砂 モ （バ X）、静 か な感動が波の よ うに 押 し寄 せ

　て 、どれ だけ聞 き取れ るか は も う問題 で ない 。わ ず

　か な音だ け で も自然に 受け 入 れ て い る 内に 音楽に 深

　 く 浸 っ て い け る こ と を 見出だ した 」 （損失 95dB−3〔）一＝6

　5dB，70歳，合 唱騒音 難聴 ）。

　体憾2） 「交響楽は 初め て 、
こ の 物 語 も初め て、字幕

　は大き い け ど舞台 上部が明 る くとて も読み づ らい 。

　誰 の セリフか解 らな い 。話の 流れを掘み に くい 」　 「音が

　静か で 細か い と こ ろが描みに くい 」　「話の 内容も昔

　の 暗い 北欧の 森で 興味が持 て な い 1　 「幸せ でな い ら

　 しい ソプラノと恐い バ スの 音」 （損失 100dB−35 ＝t65dB

，
28

　歳 M
，
26歳F

，
30歳 F）。体感1）と 2）を 比 較す る と過去 の

　音曲体験の 有無で 実 に 大 きな開 きを持 つ 様だ。

3）音圧変動形 （図 5a，　b，　c） ；ソプ ラノは数秒 突き刺 さる

　よ うに高音圧 の 波形 を持 つ が、バ スは 高音圧 で は あ る

　が やや幅広 く続き楽器音に 繰 り込 まれ る。これ が判

　断根拠 なの か。楽器音曲の うね りも有効な見える 。

（5 ）合唱体感 と音圧

1）曲目（交響曲第九番，へ
 

ト
ーA寺ン作曲 ， 混成 合唱付き）；

　1999
，
12

，
2000，12，に 2回、場所、被験者 を替え実験。

2＞体感 1） 「第 九 は毎年聴 く。第4楽章に 入 っ た時が圧 巻

　で ある。前半は震えるテ／
−frそ してフ脚

一
ラスは大波の よ

　 うに繰 り返 し体を襲 う」　 「また、テノ
ー
ルは強 く、男性

　コーラスは大 きな うね り」 「7jo−7スが過ぎる と女性 コ
ー
ラス

　そ して力強 い 男性 コーラス」　 「やや細 く女性 コ
ーラスj　 「男

　性 はフ加
一ラX 短 い が 、も う体 は 共震 して い る」 （損失

　95，・−30＝65dB
，
70歳 中途難聴）。体験 2） 「交響楽は初 め

　て 、へ
 

トペ ンが難聴 と聞 い て期待 し、集申し て聴 い た v

　第3楽章か ら面 白くな り、特 に第4楽章で独唱や合唱
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tFig3 　T  e− distrib聾tion 　of 　Melody 　Sound 　Pressures　hl　Charactedstic 　Perfomman

s 　 が 入 り 交 じっ て来る と、大変 な 人 数で体 中

奮し 　た」（
75dB

− 30＝45dB 　20歳F） ，、体感3 ） 「合 唱の

セン と 　 目玉が震 えた。音 の高 低が激しい時は脳

音が響き 　ク ラクラ する」
（
損失100 −35＝65dB

28歳瓢 ） 3） 音 圧 変動形（図6）； フル コ ーラス
の音圧は（80−・

dB ＞， 女 　
性合唱は（80− 90dB ），男

性
合唱は（80 − 100

）この 3 種 　 が 交 互に 対比 する の が 好 印象なので

ろう。
最
後の 　 フ 加一ラ

X
の音圧は（80 − 90dB ）で 特 に 突 出

た もの でな い。 　「圧 巻」 との 印 象 を与 え る のは

々に体 が 共 震して 　き

ので はなかろうか。 （ 6 ）補 聴器

ｫ能とM 性 能 と
の

比較 1 ）全体に ステー ジ音 T が場内

M よ り音圧が大きく 、 楽 器別単奏の場合はその 差 が 5

ledB 、全 楽 器総出 のオ 　 ー ケス ト ラ の

合は5
位 の差

と
いえ る 。 253N 工工 一 Eleotronio 　



Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

JapaneseSociety  of  Human-Environrnent  System

         LnBl

n.Passu-caal:e

          d
          1
          1
          :
          '
          1

          1

          q

          ,
          1
          L

   l]ttRsacftglle

       Fig.4

' '90se  '' '7e'''''''oo'"U

e-o'tuqtt'

etert

TTT{l11l)11111

    [dBlb,Filgt1{:

     1

     1
     1
     1

     1
     ,

     l
     1

     1
     L
     1
  FagrJc

scSO  -70Gf)1111'r1'rr1111Tr

                                                                    65
Time-distribution of  Charscteristic Sound  pressures in Pipe-Orgsn ?erformances

[as]
 1
 1

 1
 1

 1
 1
 1
 [
 [
 I
 1

 1
 '

 T'
 1.
 1
 T
 r
 r
 r
 r
 T

e,  Aet.  5. 10yin& ReNo

su

Advice CSopreiio, Baritone, Btvss)

so70eo

      1

      l
      i
      I
      l
      I
      I
      l
      l
      'b,

 Aet.4.I{Soprane,

 

rebass

rabassat10

no

I
 T
 tT

 T
 t1][

 )

 1

 1
 ･

 1t

 TT

 -.
 1,

 T

 T
 1tone

          Il
          : ij
          l
          1
          l
          

'1,

          [
          ]
          lg
          lk
          r

a, Act.3. ,iH-ir  so

  (Soprano,Bnrit,
         [dBl'90eo70

 B5 60

rlnet

 1torle

 ,
 1ten

 1
 '
 lanetonm+

 T'
 1/Tane111

 ]

 T
 IJanoT

Flutt

[dB]I

 l27
 Ibl::lg

 : tslI:

 ::i:

l
 1l

 ik:::

 ::
 Ikll

 I.
 Ik-
 lby:diap･[dB]

TUUsusu70

  :

  tnstrmmonts

 
-chortil

  1)1ir:

  F

  EmpeTll

  1
  1

 Hn
  1

  1
  1
  '
  '
  IChoral

  1
  '

  'n)

  'rlngs

  1
  1

100bo.8070  6F

ha  , N. Cheral
tapet  F,Cherel

 trabass

 1-chorel
  :tu

  t
 't
 lnStrUrnellts

  1
  d

 heralor

  b

  dNPan1

  i
  1
  1horal

 T  iltone

 1'et'

  L

Fig.S Time-distributien of  Cbarscteristic Sound

    Pressures ih Opera"Petleas and  Mclisande"

Fig.6 Tinie-distribution ef  the Charaeteristic

 Chorus Se"nd Pressures in Symphony  N(L9,

2M NII-Electronic  Mbrary  



Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

2）こ こ に ス テ
・．

ジ音τを聴き な が ら1司時 に 場 内 疏柵も取

　 り入 れ る M丁性 能 を持 つ 補聴器 もあ る、，こ れ は楽器 音

　や 音楽の 綾 を純度高 く聴け る il：に 、辞楽壁 の 場内 の

　騒 竒っ ま り、聴衆 の 身 じ ろ ぎ ・息づ か い
・咳 ・

ささ

　や き
・拍手が 入 り、い わ ゆ る臨場感 も繊る，

：1＞被験者 の 中 に は こ の Ml
’
で 聴 くもの もあ っ た、 こ の MT

　 で聴 くとTで 欠落音が 出る聴力損失者で も こ の 欠落時

　が無音で な くMの 騒 膏で 補填 され る の で 音 と して つ な

　が る r一とに な る。

（7 ）霞き込み に表現 され た 音楽室受 評価 と支援

DT （INig波受俗）は 周 辺音が 入 らな い の で 「CI｝を聞 く よ

　 うだ 」　 「低 い 痔や合唱が よ く聞 き取れ るj　 l全体と

　して 音が小 さ い 1 と述ぺ 、M（場内 彦受信）は 「聴 衆 の

　拍 手 ・喝采 ・静寂の 反応が 聞か れ る」 と述べ 、臨場

　 感 を亨受 して い る。結果、両方が明瞭 な呱 性能 が好

　 評 で あ る、、

2）聴力損失 】00dB以 上 （a レ ベ ル 〉 と70dB前後 （bレ ベ

ル ）の 2種 に 大別 し、補聴 器支援 に よ る 聞 こ え の 長短

を 比 較す る 、，a レ ベ ル で は 「曲が穴だ らけ の ま ま流れ

て い る 1 とか 「自分 の 耳の 音がボ ロ ボ ロ に思え て悲 し

　 い 」 と云 う嘆 きが あ り、…方、bレ ベ ル は 「音が は っ

　 きり聞こ え る，， 観客が静か に し て い て くれれ ば 、 わ

　 ざわ ざT性 能に変え る必 要が ない 」 とか 「第九の 合唱

で は キ ー
ン と目玉 が 震 え た 」　 「音 の 高低 が激 しい 曲は

脳 に 音 が響 きク ラ ク ラ す る」 と述べ 、唯音が 大 きけれ

ば よ い の で な い こ ともわ か る。

3）視覚活用 、　 「指揮者の 手や体の 動き、髪 の 毛の 搖れ

　 を見 る こ とで 、音楽 の リズ ム が掴め、ムー
ドを感 じ

　た」　 「譜面台が邪魔 して 演奏の 楽器が 見えず、音楽

　が見 えな い 」 の 表 現が あ り、聞 こ えな い 部分 を視覚

　や リズ ム 感で 補完し音楽 と して 受け止 め て い る 様 子

　 で ある、，

5 。絡論 と考察 ：

D 聴覚障害者の 音楽享受は補聴器と磁気ル ・一一プ席の 活

　用で かな り可能性 が出る 。 特 に 、 難聴者 （聴 力損 失

　70−80dBで 補聴器使用者）は 、音を 殆 ど欠け る こ と

　なく聴 くこ とが 娼来 、 音楽も損な わ れず 聴ける。

2）高度難聴者 の 場合 は 、音圧 が小 さい 音は 聞 こ えず 、

　音楽と して は 間欠 を伴 うこ とに な る、、しか し、Mを使

　っ て い る場合は、周 囲騒音が こ の 間欠 を埋 める こ と

　に な る の で 、音と し （
．
は な ん らか の つ なが りを もつ ．、

　被験 者 の 中に は 純枠音楽の
’
tの み で な く、M も混 ぜ た

　MT性能で 聴 く人 もい る、．い わ ゆ る 知1覚 心 理 学の 「

　カ ク テ ル 効果 」 とか、　 1問欠を騒 κで 充填 する とか

　え っ て 、全体の 意味が 見 え て 来る 」 と い われ る補完

　現 象で は な か ろ
・
）か，、また、場内 膏を混ぜ て 佳演奏

　な ら で は の 臨場感と して 好感度高く受取る 人 もい ろ，．

3｝全破験者を通 じて 、交響 楽を視覚 で 楽 しむ傾向があ

　 り、音が見 え る 座席配 置が 噫要 で あ る，，こ れ は健聴

　者も視覚特重視 の 要蟹 が 強 い との 論文が あ り（船越 ほ

　か、1998）
s ，

、指揮 ・演奏 の 細部を見せ る 座席 の 選択

　性 が今後 の 課題 で ある。
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